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非正規滞在外国人の処遇からみる人権保障 
――収容施設における医療処遇を中心に―― 
Human Rights Protection from the Perspective of Medical 





This paper discusses medical care for illegal residents at the detention center of the immigration 
bureau in Japan. Through an interview survey of illegal residents who have been detained here, I 
found that detainees do not receive adequate medical care. By clarifying the detainees’ position 
in Japanese society and the protection of their human rights, I lay the groundwork for future 
research into illegal residents. 
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遇改善を求めた具体案が提示されている（佐々木 1995: 160、山村 2007: 147-8）。さらに2010








本稿で対象とするのは、APFS が支援する非正規滞在者 3 名である。フィリピン人男性の A
さん（60 代）は、同国人の妻と 20 年来オーバーステイ状態にあり、日本で生まれた息子も非
正規滞在状態にある。2007年に家族全員が摘発を受けたが、Aさんのみが収容され、約1年後
に仮放免された。その後2009年に東京入国管理局に再収容され、東日本入国管理センターには
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…あの、入管の人は「あれ、なんで…」もう「somebody call me and l want to see my husband 
and then... ah...He（息子） told me that he was not ***hospital but he was only bring to that **** ah... 
If need help あの... There is help only…あの、病院連れてってもらえなくて、very dangerous. 





け」で、なんの処置もされなかったという。「need help」とささやくことしかできない A さん
は、結局、外部医療機関を受診することができなかった。駆け付けた支援者らが所長に抗議し、
































ターでは未だに常勤医師は決まっていない。2018 年 11 月現在も入国管理局のホームページで
は「医師の募集について」の要項が記載されたファイルを掲載しており、採用月日は「随時」







社会学研究科年報 2019 №26 







































C：たとえばね、誰か倒れるでしょ。それなのに、2 時間とか 3 時間とかそのまま。（居室
に）寝かせておいてほったらかしですね。で、それから上の人（役職の高い職員）に言っ














でロヒンギャ難民の男性が亡くなり、2014 年 3 月 29 日には東日本入国管理センターでイラン

























ム人男性がくも膜下出血により死亡した。この件について入国管理局は同年 12 月 4 日、「1 週
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（関 2011: 24、2015: 159の図に基づき筆者が簡略化） 
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